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丸
の
内
の
カ
ル
ガ
モ
親
子
が
、
毎
年
話
題
に
な
り

ま
す
。
カ
ル
ガ
モ
親
子
の
行
動
は
そ
の
可
愛
ら
し
さ

と
、
都
会
の
人

口
池
と
い
う
背
景
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

も
手
伝

っ
て
写
真
や
テ
レ
ビ
の
被
写
体
と
な
り
、
カ

ル
ガ
モ
フ
ィ
ー
バ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
カ
ル
ガ
モ
親

子
は
東
京
近
郊
で
も
毎
年
見
ら
れ
ま
す
が
、
丸
の
内

の
彼
ら
が
大
人
気
な
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

一
つ
は
、
身
近
に
カ
ル
ガ

モ
親
子
の
住
め
る
場
所

が
な
く
、
カ
ル
ガ
モ
の
親
子
が
珍
し
い
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
カ
ル
ガ
モ
に
と

っ
て
は
、
水
が
あ
り
、

え
さ
が
あ
り
、
巣
が
作
れ
て
、
安
全
な
と
こ
ろ
が
必

要
で
す
。
皮
肉
に
も
丸
の
内
の
ビ

ル
街
に
あ
る
池
と

そ
の
付
近
は
そ
の
要
素
を
備
え
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

そ
う
い
う
所
が
私
た
ち
の
身
近
に
な
く
な

っ
て
い
る

こ
と
が
こ
の
フ
ィ
ー
パ
ー
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

も
う

一
つ
は
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
囲
ま
れ
た
人
工

的
な
環
境
に
た
く
ま
し
く
生
き
る
姿
に
感
動
を
覚
え

る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
よ
く
、
あ
ん
な

義

和
お
お
げ
さ
に
い
え
ば
、
同
じ
地
球
上
に
共
に
生
き

る
仲
間
で
あ
る
こ
と
を
感
覚
的
に
受
け
入
れ
て
い
る

と
い
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
近
、
う
る
お
い
や
、
や
す
ら
ぎ
の
感
じ
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
が
よ
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
こ
こ
ろ
み
が
各
地
で
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
玉

川
上
水
、
野
火
止
用
水
の
復
活
や
、
公
園
に
せ
せ
ら

ぎ
を

つ
く
る
な
ど
水
や
水
辺
を
利
用
し
た
も
の
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
調
布
市
で
も
東
京
都
が

「
い
こ
い

の
水
辺
」
と
い
う
こ
と
で
、
野
川
の
河
川
敷
と
川
床

に
人
工
的
に
岩
な
ど
を
配
置
し
、
積
極
的
に
誘
導
す

る
工
事
を
行

い
ま
し
た
。
野
川
に
は
ま
だ
ま
だ
多
く

の
自
然
が
残

っ
て
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
が
生

息
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
工
事
は
そ
れ
ら
の
生
き

物
に
と

っ
て
必
ず
し
も
い
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

私
た
ち
や
私
た
ち
の
子
供
に
と

っ
て
ほ
ん
と
う
に

豊
な
環
境
と
は
人
工
的
な

「
い
こ
い
の
水
辺
」
な
の

で
し
ょ
う
か
。

調
布
市
の
野
川
は
こ
れ
ま
で
す
べ
て
金
網
の
柵
で

か
こ
わ
れ
て
お
り
、
川
に
入

っ
て
は
い
け
な
い
こ
と

に
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、　
一
部
と
は
い
え
、
野
川
を

身
近
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
、
た
い

へ
ん

う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
機
会
に
子

供
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
川
で
遊
び
、
水
に
直
に
ふ
れ
、

そ
こ
に
生
き
る
生
き
物
と
共
に
生
き
る
こ
と
を
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。



もようというのに子どもの群がある。水質が られる工夫から、そんなことを思っています

ま`程度なら、夏はさだめしにぎわうこと二

【硝百圭菱 な :斎牛 ≪ 5く り
野 ノIIント

6/2、 しばらくぶりで、野川沿いの道を下っ

てみました。調布の「中耕地橋」。きのうま

で農業が生きていたのね、と思える橋の名前。

|｀ まは両岸とも殆ど宅地だけれど。岸に沿っ

た緑は、いつごろからのものでしょうか。川

を見おろすと、ア、話に聞いていた改修はこ

れ !い きなり日本庭園かナ、それともちがう。

まだ出来たてで、ひと夏すぎてみなければ、

観としても言えることはす くないけど、雨

【量 か ブ蟄 遊 び の 中

づ白 た二 ‐罪テノHIこ

「野川に親 しむ会」の前代表の尾辻さん

は、調布に引越 してしまつてから、しばら

くなりを潜めていましたが、調布でも仲間

をみつけてちゃんとグループができました。

「遊ぶ会」の人々は狛江に地下水の探偵に

来てくれたり、調布でもあれこれ活躍を始
'め
ましたが、旗やら看板やらグッズも決め

ちゃって、我々はただ口を開けて感心する

のみです。

′,でもね、調布は良いよ。崖線 :、 湧き水、

雑本林のキャンプ,00狛江はただ、ただ平坦

がんだもん…・。と私は少しふてくされてい

を 願 f)】

タ ル 村   若 竹 ―■― ミ イ (′lヽ金井市在住 )

しょう。それより前に、夏草とのつきあいが

どんな風かナ。ずうつと、きれいに草むしり

なんかしてしまうかもしれない。側壁の段々

には、芝桜が植わっていた。誰か、えだまめ

でも蒔いたらよいのに。 ビール片手のおや じ

達が群れるようになって、それからだと思う

こんな護岸はヘンだし、ここで満足 している

子どもで良いのか等など話ができるのは
¨ ,。

力の入つたイベン トよりも、確実な絆を育て

育
し
で
親
て子供達 !ゴ敏
む 会  代 = イ

ヽ 山 信

」

三 ヨ

EL・

野川とのつきあい■、当然漁業ではなく、

もはや農業でもなく、遊ぶというのが一番

手っ取 り早いつきあい方だ。遊ぶといえば、

子供達を抜 きには淋 しい。柏野用水の清掃、

カニ山キャンプと子供達は何となくヒラヒ

ラ、フラフラしていましたが、用水の
エビ

に熱念を燃や した奴、ナタでマキ割るのを

マスターした奴、ひたすらドクダミの天プ

ラ係に徹 した奴、シユラ7たたみは面倒 く

さいし、肝だめしで懐中電灯はとりあげら

れるし̈・貴重な体験をしたと思う。

川の中から水の中を、街を昇つめて
・̈

たくさんの遊びの積み重ねの果てに賢い子

供達が賢い大人達に育って行つてくれると

思う。きつと。その為にも豊かにi遊ぶこと

のできる場所、時間、人のつながりを私達

はしっかり確保しておきたいと思います。- ltoovwirv-

ヽ



【安 全 で お い し い チ也 下 碁こを 解 (」み 覇 置ιす る た :2わ ιこ 】
′
  調 布 の Ib_ F水 を 守 る 会  事務局長 大 木   和 彦

多摩地域では、水道資源の約 4割を地下水

に依存 してきました。調布市で約 67%、 昭
島市では 100%を 地下水で賄つています。
しかし、東京都では地盤沈下対策と地下水

の発ガン性物質汚染により、地下水の汲み上

げを停止 し、 1990年 までに全面的に河川
水に切替える「地下水転換計画」がありまし

たご

こうした動きに対 し、' 87年 7月 11日
クラブ生協、調布生協、都民生協と調布市職

員労働組合が中心となり、「調布の地下水を

守る会」が 40名 の市民を集め結集されまし
た。同年、 12月 調布議会に「安全でおいし
い地下水を守るたゃの陳情」を1カ月で約7

000名の署名を集め市議会に提出し、'88
年 9月 市議会でようや く主旨採択となりまし

た。

また、多摩地域の水問題、環境問題に取 り

組んでいる各生協、市民グループ、労働組合

が呼びかけ、地下水シンポジウムを開催 しま

した。第 1回を'89年 11月 、国分寺市で
220名 を集め「地下水転換問題」と題 し、
第 2回 を'90年 12月 、府中市で 170名
の参加を得、「地下水保全条例の制定に向け

て」東京都と市民が地下水について討論 しま

した.

会では、地下水の問題を通して、地域の水、

自然環境にも目を向けようと、野川の湧き水

巡りをこれまで 4回行い、毎回 40～ 70名
の参加があり、水に対する関心の深さがうか

がえました。また、「野川、深大寺の水質・

水量調査」を毎月第 1土曜日、午後 1時 30
分から又住橋 (武蔵野市場東側)で行つてい

ます。 (手伝っていただける方は現地にお願

湾 し`ます。)
」
”
″
″
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しかし、野川について 2つの問題が出て来

ました。 1つは、昨年度から東京都が行つて

いる親水化工事「いこいの水辺づ くり」で、

川構造、景観、地元対策等について考えて

くヽ必要があります。 2つ 目は、関東村跡地

に大規模下水処理場の建設計画があり、 1日

最大 52万 m3の処理水を野川に流す予定で
。会が行った今年 5・月の流量測定では、 1

.日 約 1万 m3で、これだけの処理水を流すこ

:と で野川がどうなるのか不安です。

今後、これまで野川に関わってきた市民グ

ループのネットワーク化が必要になつてくる
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深大自然広場で、曖かい日差しを浴びて昼食をすました後、いよいよ用水路での生

き物採集が始まりました。

ところが清掃で悪戦苦闘したのとは裏腹に、魚類の研究者の方を中心に次々と採集

の報告の声が上がりました.オ タマジャクシ (3種)やアメリカザリガニはもちろん

のこと、湧水にしかすめない貴重なホ トケドジョウや海から上がつてきたヨシノポリ

(小型のハゼの仲間です)が見つかつたのには警かされました.

土、日ともなれば、たくさんの親子連れが、用水路に集まり生き物を採ります。短

いコンクリート水路の中で、どうやつて生きのびてきたのでしよう?そ して、教水ロ

が滝のように野川に落ちているのに、どうやつて、小さな魚は上がつてきたのでしょ

うか ?小 さな生命力に考えさせられること、驚かされることばかりでした.

きれいなホが流れているからといつて、豊かな生き物が育つとは限りません.セキ

ショウモ、クレソン、ウィローモス、アシといつた事が水の中に森をつくつていま

す.そ して周囲に田んぼが生きているからこそ、人々から見捨てられずに豊かな水路

になっているのです。

もつとも、水源の湧水が涸れたり、口んぼがなくなつたり、水路をさらに改修した

り、たくさんの人が生き物を採つて飼い殺しにしたりすれば、あつという間にただの

排水路になつてしまうでしょう。小さな生き物たちを見守り、都市の中でもめずらし

い谷戸田 (や とだ)と呼ばれる景観を残して (生かして)い くには、私たちに何がで

きるか考えていかなければいけない時代に来ているようです.

たつた―口のホ路の清掃でも (も ちろん、これからも続けたいと思つていますが)

ささやかなアイデアと提案が出てきました。

0キ ャンプ場整備のために理め立てられた谷戸 (通称ムクトリの谷、自然広場)に

トンポ池をつくれないか。そして、素ばりの水路に湧水を流したら・・

0地下に潜つている部分を小川として整備できないだろうか。 (「枝慶の中に小メ|

があつたら、ポク絶対、学校を体まないよ。」という子どもの声が印象的でした。

柏野小のことです。)

0児童館 (佐須)をめぐる水無しホ略に用水を取り入れ、ミニ湿性植物園にする.

0水路のフェンスを生け垣に替え、コンクリートホ路を小川として再整備する。

0水路の教水口を工夫すれば、野川が千上がつても小さな生き物は逃げ込める。

果たして、こういつたことは、現実性のない提案なのでしようか…?(内藤 茂)

ギ2週間後、この自然広場 (カニ山)で野川キャンプを実施しました. :0家族 3:

人が集まり、住宅地とは思えない静けさとホ々のざわめきの中で、朝まで環境論議が

つきませんでした。その時の感想のいくつかを紹介します。



『

けれ ん ιゴ の 水 路 ιこ 春 を 採 そ う 』  4月 28日

0 調布市内の野川流域にも、「はけJ(国分寺崖緯)下より何か所かの湧水が見ら

れます。深大寺の湧水はその共型ですが、谷を一つ隔てた都立晨業高校の農場にも良

好な状態で湧ホが残されていますc

かつての湧水量と比べれば著 しく減つたものの、その湧水が今も水田の用水として

利用され野川につながつていることは、奇跡的とも言えるのではないかと思われま

す。現役の田んぼに現役の用水路、そして、湧水の源流から野川に至るまでが一本の

血管のように細々と生きていたのです.

流程 lk日の用水路のうち、半分近 くが地下に潜つてしまっています。残 りの半分

が、コンクリー ト三面張 りの中 2m深さ30caと いう状態です。生き物にとつては良い

環境とはいえないのですが、外見よりははるかに豊かな生物相を持つているようです

それが証拠に、全面に高さ lmほ どの全網フェンスがはりめぐらしてあるのにもか

かわらず、 2月 の寒い時期にも子供たちによる生き物採集の姿が見られます。

清 掃 を 兼 ね て の 生 き 物 調 査

0 春先になれば、たくさんの現子連れがザリガニやドジョウを採りに用水路に集ま
つてきますが、一体どんな生き物がいるのか調べてみようということになりました。

用水路を管理している組合に許可をいただき、生き物調査を兼ねた水路の清掃を市

報・新聞で呼びかけたところ、家族連れを中べに27名の参加者となりました.

日常、道路から見える部分はたいしたゴミもなく順調にはかどりましたが、住宅地

の裏手 50m部分に入ると、一転して大変な騒ぎになりました。

珍ゴミ・ ベスト3は以下の通 りです。③ビニール袋に入つた猫の死体 ②『 止 ま

れ』の道路標議 ①消防車のものと思われるタイヤホイール…etc。  とにかくこの部

分だけで、 2ト ン卓一杯分のゴミが出てきました.どんなに清流でも人から忘れ去ら

れた時、ゴミ捨て場になってしまうでしょう。

水路はコンクリー ト張りですが、広には泥がたまり様々な植物が見られます。たつ

た500mの 区間ですが、住宅地の上流はセキショウモやクレソンが繁茂し、下流に

はアシ (ジ ュズダマ)が生い茂っている事は興味深いことです.ま た、水革によつて

2m幅の水路の中でも流れが蛇行 (だ こう)したり、小さな淵ができていることに驚

かされました。こういつた水車による水の浄化作用はすばらしいものですから、刈リ

取りは最低限に沖えてほしいものです。

昼食時に、みんなで集まリパツクテストによる水贅検査が行なわれました。

水賛検査というと専目的で難しいものと思われがちですが、薬品の入つたパツクに

水を吸い取り色の変化を見るだけですから、小学生の子でも簡単にできました。野川

の水質に比べて、用水路の水がはるかに良いことは言うまでもありません。



:水 路 で見つIす亀
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ニ ジ マ ス

幻の

“

が出現するとのウワサ

は聞いていましたが、20oO魚

が採れたのには驚きました。

正体は、あの塩焼きにするニ

ジマスです●北アメリカ原産で

すから、日本OAではありませ
ん.きつと農場の姜臓池からの

選亡者でしょう。

ヨ シ ノ ポ リ

わずか5 coOハゼの一種で

す。生れたばかりのときは海で

育ちますから。30hも上つてき

たのですね.水路の故ホロは垂
直なコンクリートですから1そ
れすらも乗り越えてきたので

す。涙ぐましい雷じゃありませ

んか。

飼ってみればおもしろい魚で

すが。そっと応援しましょう。

ヤ   ゴ
(オニヤンマ)

トンポ好きの少年が鑑定してく

れました.大人の観指より二日り

も大きい、すごいやつですo

陸に上げられても尻持ち上げて

威嚇していました.

最初に採集されたものですから

人間も興奮しました。

『

7К空L有菫牛勿 』

ウ ィ ロ ー モ ス

|ノ シ フ'

ド ジ ョ ウ

いても当然なのですが、17c●

の大物でした。どこにも隠れる

場所はないはずなのに、彼女 (

メスだそうです)は悠然として
いました.

日曜日ごとに多くの子供が織

女セ粗つていたのに・・

まさに水路の主でした。

ir*rklcL+fOAur. tfa
FYa?tt. TFAEEE/r,C
F.6ctr3?tt ({9*Lt.

=r.(AttE. trfasoo.oa
Y 2 t, - r.l*Elllt tllz (orJl
orff5. ffi0grf.
IEtat5. *t*llli*nr

t/({P6 )12.

L,4 ミミ 多ン |′
《セ キ シ ョ.ウ モ )

清漬の彙餞となる水車です.

東京ではほとんど見かけなくな

りました.水の中の森として。
生き0に とって大切なもので
す。ザリガニ取りに3nだから
といつてぃ銀こそぎ取ってしま

うことなどないように・。1

7」メ |メ ′,■″ り ´゙ ==

あい●●らず、子供達の人気

の的です。日本のザリガニがい

る、と口きましたが、何かの目

違いかもしれません.食べてる
者が口歯質だと体の色は青くな

つてきます.

ヌ カ エ ビ

釣りの餌になるようなJヽさな

エビです。狭くて流れの早い水

路ですが.ホ車の森がわずかに
残つていたので生活できるよう

です。

野′り||で遊ぶ    ｀
まちづ くりの会

(連絡先〕内藤 0424-89-9351

オ ラ ン グ ガ ラ シ

(ク レ ソ ン )
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くっている.市の水二として地下ホを

騒み上げているところが近いが、豊か

な轟J輌水を守っている。

●ヽずれ。公口としてmさ れてしま
oそうである.

佐須の用水路 (湧水).を

たどってみよう !
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きました。やはり子どもは、おとなもそう

でしょうが、心からたのしいことをしようと

すると元気が出てくるものなのですね。

行きがけに甲州街道を自転車で走つていた

ら、思いがけず、野川沿いのサイクリングロ

― ド (?)が 目に入り、 しばらく、川ぞいに

りました。水がきれいなのと鳥も多 く、生

きものがいる気配がありました。もちろん小

が住む上福岡の川との相対的な比較ですが。

小生、調布で生まれ育ったものですから、

|と の共生に深い思い入れがあり、都会のほ

とんどの川には絶望 しかありませんが、この、

川には、皆さんが関わっていることもあつ

て、より生きた川のような気が します。ぜひ

より積極的に
｀
いいなぁ

下さい。
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◆『 カ レーのプ
ー さん』の ご主人、野 川調節池の湧水復活

に取 り組む◆

夏休みの野川、数人の子供澤が川の中で奥  に閉じ込められた ドブ川状の野川しか知らな

声をあげて魚を追つている。小 5位の男の子  いのだ。他所から流入した人達も似たような

が 7～ 8才の子に「そつちは深いから行 くな」 ものなのであろう。

人間の歴史は400万 年とか。虫や魚、鳥、などと大声をあげている。 40年程前濃緑に
植物、水、土などは身近にあった。というよかわった水田の間の用水路野川べりで普通見

られた光景である。親や教師なしで子供達は  りは人は自然から学び他の生き物と共存 し
て

きたはずである。しかし自然との絆はここ4
年上の子から遊びを通じてさまざまな事を学

0年程で切れかかつている。これは生活様式習し自分達が大きくなれば弟や近所の小さな

子の面観をみるのは当たり前のことであ?た。 などにも影響をおよぼし子供達だけで川遊
び

さて最近脳の働きや発達を解説する番組で  をする事も希になつてしまつた。以前充分で

縦綺の模様の箱の中で子猫を育てると横綺を 'ながつた本は溢れ、
マスメディアが発達 し、

認識できない猫になつてしまい、人間も威人 情報や知識を得る機会は格段と増えた。
しか

.し
て手術などで初めて開限した場合は形や色

:し この事は実体験が減り代償体験の増加に拍

の議別ができないこと知うた。ヌ脳はさまざ 車を掛けたのではなかろうか。図鑑
の中の ト

ンポは飛ばないし、美しい自然を映 し出すテ
まな
｀
学習
″
の度に神経組織が広がり完成に

レビの画像から春芝の軟らかい葉が茂 り始め近づくという。この課程墜幼児幼年期年驚く

た繁みの中を走りまわつた時のさまざまの木
ほどあ早さで進行し親や周囲の人達は適切な

の香や心の高揚は伝わってこない。手の中で
―

刺激を適切な時期に与える必要が有るという

動 く魚の生命感は川遊びをして初めて判る。
事である。たしかに花や蝶に関心を示さない

こうしてみると野川や涌き水や周辺の植物、
人はいつばいいるし、情操に影響を与えるで

あろうことは想像に難 しくな |｀。
生 き物は身近にある貴重なる子育ての為の環

境のひとつと思わね́ないだろうか。小さな生
私は近頃親子の遊ぶ光景を見たり、若い人

き物がいっばいの中で遊ぶ子供達の喚声がそ
話をしていて慄然とする事がある。カ

マキリ

こここで聞かれるようになつた時、野川は生
を掴めない若い父親カエルを見て悲鳴を上げ

命力を取り戻し、又私達は継続的な努力を続
る母親、音の野川の話をすると明治時代か異

ける事により、野川よ周辺の自然を自分達の
次元の世界の話を聞くような反応をする人達

がいるという事だ。「見た事もない風景を想1そのにできると思う,
像するのは無理な話です。」とかれらいう。 キ

G

自然という言葉の中身に私とは違うも
のがあ

る事を知らされた訳である。今子育てを
して

いる年代の人は考えてみれば
コンクリー ト壁

/
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四国の山の中r‐子供時代を送り、たんぼや

らぜ道を遊び場とし、近 くの小川で泳ぐこと

を覚えた私であるが、東京へ出てきて30年

がたち農業のことなどホれたかの如く、デラ

シネの都市住民として、百姓とは何となく関

緊のないような顔をして長い問過ごしてきた

ような気がする。しかし最近の農業ゎるいは

農政に対する袋だたきともいう
べき状態を見

ていると何か変だな、どこかおかしいのじゃ

ないだろうかと思わないわけにはいかないの

だ。

2000年 にわたる農耕民族の末裔として

の血が騒ぐというのか、皮膚感覚として、昨

日まで大根やナスの花が咲き、ちようちょが

飛んでいたところが根こそぎ整地され、ブル

トーザーが入り、ワンルームマンションらし

きものの形が鮮やかになるにつれ自分の心の

中がザラザフと荒らされて行くような気にな

るのだ。

考えてみればこの30年間の日本は (さ ら

にさかのばれば明治以来の西洋に追いつけ追

い越せの富国強兵 1本や り政策まで行 きつ く

のだろうが)ず っとこのようだつた気がするざ

経済効率万能の印籠の下では産業も文化も

虫や草花や原っばもポランティア精神もひた

すら無駄なものとしてひれ伏さざるをえない

のだ。そして百姓の子孫である私達は半ば関

係のないような顔をして、虫や草も生きられ

ないような密集 したコンクリー トの中で自虐

的ぶ「ザマアミロ」とつぶやくのだろうか。

私達都市住民はあまりに劣悪な住宅事情に

対する怒 りを理不尽にも精神と肉体をそそい

で励んでいられる農家の人々に向けるという

狭量な気持ちにまで追いつめられているのだ

ろうか。もともと人間は生産の場所に存在し

てこそ精神の安定性を維持できるのだ。自然

や生産の場からバラバラに切り離されれば、

人間は奇妙に存在感を失い、現実と非現実の

境界を見失つたいわゆる「おたく族」のよう

な、あるいは逆に「もの」にしか価値を見い

だせない人間となるしかないだろう。

ここで私は突然結論を急いでいつてしまい

たいのだが、すべての自然保護、あるいは環

境保護をいう人は、「農業を守れ、農地を守 ,

れ」といつてもらいたいのだ。現在の環境間

題の源はつまるところ工業優先社会のエネル

ギー消費量が地球の許容量を超えてしまつた

ことにあると思う。僕達の子供の頃無限に広

く思だヽコロンプスのアメリカ大陸発見や、

リビングストンのアフリカ探検物語に胸を躍

らせたあの地球ははるかに遠い音の話になっ

てしまつた。        くt_1

東南アジア・ アフリカでますます進行する

砂漠化。 21世紀には 100億人を超えると

いわれる人日問題もかかえいる。

この限界性を露わにした地球で流行のやさ

しく生きるとは本質的に自然の一部である人

間が、地球の本来の姿である自然生態系の循

環的サイクルに従って生きることであり、農

的生き方こそ世界に通用する トレンディな生

き方だと思う。六本木を中心とする「井の中

の蛙」的、「排他」的 トレンディドラマに較

べてはるかに農業に生きる人達こそ ドラマの

主人公にふさわしいとエールを送りたい。

なぅ
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工事始まる。「野川で遊ぶまちづくりの会」発足の準備段階。(建設省河‖1局通達の近自然河‖II法等の勉強会で生き特にやさしい11づくり等を学

ぶ)工事の進展を期待しながら見守る。

工事現場に大きi岩 (ふたかかえ程)が大量に運び込まれ、川が半ば埋められた状態となる。現場に掲げられた看板●完虜予想国のやさし
い雰囲気

とはかなり違うのではないかと話し合う。

野川で遊ぶまちづくりの会(仮称)として近膵の住民(PTA・自治会・幼維画等)に呼びかけ、東京都(南都事務所)及び市(公園環境課)へ説

明鮮開催請求。

都(南都事務所)へ説明会でなされた要望事項を8項目にまとめて送付し2月末までの同容をお願いする。

都より電話で文書での日答はできないができるだけ要望書の趣旨は尊重すると話しあり。

工事の全親がかなりはつきりしてきた。地元の自治会から説明会の内容にについて話をして欲しいとの要望あり。説明会の呼び掛け人としての責任

上出席すると返事をする。

地元自治会の方23名参加。工事の内容及び要望した事項などについて説明を行う。そして要望事項縫ついてもう少しllっきりした日答をもらうよ

うに少し住民に範囲を広げて呼び掛けを行うことを決定。

「いこいの水辺広場を考える会」日経(参加20名、地元住民、PTAl、 地稚優1、他地域の住民の方等)主なる意見は大雨の場合の増水の危険

性の問題や公園化することによるゴミや放置自転車、暴走行為等の不安、自然を破壊する危険の問題(生き物や植枷等)がだされた。尚、自熱に対

する考え方では参加者の間でも意見が分かれる場面もあった。(例、川の中は立ち入り禁上にす
べき等)

「いこいの水辺広場を考える会」の決定により再度説明会の開催を要望し、都li直ちに承諾するも、市では、東京都管理委託契約を未だ結んでいな

い状態なので出席できないとの日答があ,地元自治会からの申し入れも功を奏せず、野川の問題に数年前から熱心に取り組んでおられる、野川流域

自治会懇議会の小畑会長や日会長の津村さん、春日さんにお会いして援護をお願いしたりする場面もあった。

新市議会議員になられた杉山典子さん及び生活者ネフトワ
ータの江劇事務局長の尽力により市の方達も参加して下さることになつた。

第2日説明会開催。地元自治会等26名参加。都市部事務所、I事課長他3名、調布市下水道課長、公選環境係長等3名。

市民に関係深い工事に関しては事前に説明会を開(等、市民に周知徹底させる方策を取って欲しい。市のな口を作ることはできないか等の質問が出

された。市の広報に掲載されることになった。

行政と市民が率直に意見を交換し合える関係を作るには市民も行政もあまリミ不慣れであり、その第1歩となるにも達かκ遠
い道のりを思わせる経

過であった。

以  Lの 選垂 贅邑 ιこ つ し｀て
‐
孝ム 美整 ιり 見́ 解

私達の「野川で遊ぶまちづ くりの会」は、都市の貴重な自然
である野川で、子供や大

人が自然 (生 き物も含めて)と 触れ合うことができることは素晴らし
いことだと思 うの

ですが、行政がこのような工事を行う場合に市民が何を望
んでいるかを事前に聞 くこと

を、そしていささかでも危険があれば周知徹底さ
せる方策を取って欲しい。そのような

ことを瓶 じて、市民と行政が一体となつてよりよ
いまちづくりを模索することができれ

ばよいと考えます。 (文責 依田 輝男)


